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■このポイントの問題は、お母さんたちにまかせたよ！ （親子ウオークラリー）

言
●新しく 『幕末と明治の博物館』に変わりました

●新しい農業委員が決まりました

人



常陽明治記念館リニューアル 99月9日オープソ

新しく 『幕末と明治の博物館』
に変わりました

, ~ 

►

オ
ー

プ
ン
記
念
式
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト

す
る
小
谷
町
長
（
左
）

票
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
責
重
な

資
料
類
を
展
示
、
保
存
し
て
い
る
「
常

陽
明
治
記
念
館
」
が
名
称
を
変
更
し
、

展
示
内
容
も
大
幅
に
刷
新
し
た
、
「
翠

末
と
明
治
の
博
物
館
」
と
し
て
1
1
月
ー

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
館
で
は
、
来
館
者
を
迎
え
る
ホ
ー

ル
中
央
に
幕
末
期
に
水
戸
藩
が
建
造
し

た
洋
式
帆
船
「
旭
日
丸
」
の
模
型
を
館

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
展
示
し
、
「
苺
末

と
明
治
の
青
春
群
像
」
を
全
体
テ
ー
マ

と
し
て
い
ま
す
。

新
館
総
合
展
示
室
で
は
、

「幕
末
、

明
治
の
歴
史
の
潮
流
」
「
募
末
、
明
治

の
人
物
像
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
展

示
で
、
若
い
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
映
像
や
ジ
オ
ラ
マ
人
形
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
、
幕
末
・
明
治
の
人
物
を

興
味
深
く
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
映
像
ホ
ー
ル
も
装
備
さ
れ
、

「
幕
末
の
激
動
の
な
か
で
」
と
題
し
た

1
5
分
ほ
ど
の
映
像
で
票
末
か
ら
明
治
期

の
日
本
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
別
館
で
は
票
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
志
士

・
元
勲
た
ち
の
書
画

や
、
田
中
光
顕
伯
爵
が
寄
贈
し
た
明
治

天
皇
か
ら
賜
っ
た
品
々
を
中
心
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

内
外
と
も
装
い
を

一
新
し
た
「
幕
末

と
明
治
の
博
物
館
」
は
、
本
町
の
新
し

い
文
化
発
信
拠
点
と
し
て
大
い
に
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

►

映
像
や
ジ
オ
ラ
マ
人
形
な
ど
で
わ
か
り
や
す

く
展
示
さ
れ
て
い
る
新
館
総
合
展
示
室

'97.ll.10 広報おおあらい (2) 
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徳川慶喜の因（四末と明治の博物館所蔵）
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徳川斉昭肖像（露末と明治の博物館所蔵）

開
館
記
念

一―

来
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
徳
川

慶
喜
」
の
放
映
が
決
定
し
、
県
や
水
戸

市
な
ど
で
色
々
な
企
画
・

P
R
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

町
で
も
、
「
幕
末
と
明
治
の
博
物
館
」

と
の
共
催
に
よ
る
歴
史
講
座
を
9
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
1
0
月
30
日
に
は
N
H

K
チ
—
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
高
橋
幸
作

氏
に
よ
る
「
大
河
ド
ラ
マ
徳
川
慶
喜
そ

の
撮
影
の
舞
台
裏
」
の
特
別
公
開
講
座

が
開
か
れ
る
な
ど
、
大
河
ド
ラ
マ
放
映

に
向
け
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

同
館
で
は
開
館
記
念
と
し
て
「
徳
川

慶
喜
」
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
第

15

代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
書
や
慶
喜
が
一
橋

家
時
代
に
水
戸
藩
の
竹
田
耕
震
斎
に
あ

て
た
書
簡
、
錦
絵
な
ど
貴
重
な
資
料
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

（
 
よ

し

の

ぶ

-
]
特
別
コ
ー
ナ
ー

、
`

l

錦絵「日本外史之内」（苺末と明治の博物館所蔵）

幕末と明治の博物館

開館時間

入場料

館

合
休

問
日
せ

9時から16時

般 700円

中高生 300円

小学生 150円

毎週月曜日

合 (267)2276 
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新しい農業委員が決まりました

農業委員会委員の任期満了に伴う改選が行われ、選挙による委員13名、農業

協同組合から推薦による委員l名、町議会より推薦された学識経験を有する委員

2名、計16名の農業委員が決まりました。

任期は平成9年ll月3日から平成12年ll月2日までの3ケ年です。

．
 

●

rヒ
・

●
町
ト

・

••
• クス

●選挙による委員

氏 名 住 所

米川不二夫 神山町916 （古宿）

菅原 禰 成田町1479-1（松川報国）

佐久間慧 大貫町459 （寺釜11)

土地繁雄 磯浜町178 (8月神町6)

栗原保男 磯浜町4759 （新町6のl)

佐久間亨 大貫町3 （寺釜l)

井上 譲 神山町1862 （神山）

田口 光政 成田町159 （中宿）

関 一也 成田町68 （矢場）

藤沼芳夫 成田町74 （矢場）

千葉 榮 大貫町631 （舟渡2の2)

横田新一 大貫町173 （舟渡2のl)

伊藤 榮 磯浜町7771-3（祝町l)

農
業
委
員
会
Q
&
A

Q

農
業
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
組
織

で
す
か
？

A

農
業
委
員
会
は
昭
和
26
年
制
定
の

「
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
い
て
、
農
地
・
農
業
を
守
り
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。
農
業

委
員
会
を
構
成
す
る
農
業
委
員
は
、
特

別
職
の
公
務
員
で
あ
り
、
農
業
委
員
会

は
市
町
村
か
ら
独
立
し
た
行
政
委
員
会

と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q

農
業
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

A

農
業
委
員
会
の
活
動
は
大
き
く
分

け
て
、
「
農
地
活
動
」
と
「
農
政
活
動
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
地
活
動
は
、
震
地
法
に
基
づ
い
て

震
地
転
用
等
に
対
す
る
許
認
可
を
行

い
、
震
地
を
守
る
立
場
か
ら
助
言
・
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
政
活
動
は
、
農
家
の
声
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
の
、
要
望
活
動

・
建

議
活
動
や
農
業
経
営
改
善
の
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q

農
地
を
展
地
以
外
の
も
の
（
宅
地

や
駐
車
場
）
に
し
た
い
時
は
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

A

自
分
の
農
地
を
自
分
で
農
地
以
外

の
も
の
に
し
た
い
時
、
ま
た
、
人
の
農

地
を
借
り
受
け
る
か
、
ま
た
は
譲
り
受

け
て
農
地
以
外
の
も
の
に
し
た
い
時
に

は
、
許
可
申
請
書
を
農
業
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

Q

農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
り
田
の
形

状
を
変
え
る
と
き
に
も
手
続
き
が
必
要

な
の
で
す
か
？

A

農
業
用
倉
庫
等
、
農
業
経
営
上
必

要
な
施
設
に
転
用
す
る
場
合
で
そ
の
農

地
面
積
が

2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

(
2

ア
ー
ル
）
未
満
の
場
合
は
許
可
は
い
り

ま
せ
ん
が
届
け
出
が
必
要
で
す
。

●農業協同組合推薦

I 杉山 晴茂 1成田町2344

●議会推薦

（成田）

清宮 正 成田町86 （矢場）

大塚 敏郎 磯浜町49 （明神町4)

ま
た
、
湿
田
や
形
状
が
悪
く
農
作
業

に
支
障
を
き
た
す
農
地
を
切
土
・
盛
土

に
よ
り
形
状
を
変
え
る
場
合
は
、
事
前

に
「
形
状
変
更
事
前
協
議
願
書
」
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

Q

な
ぜ
自
分
の
農
地
を
転
用
し
た

り
、
地
形
を
変
え
る
と
き
に
手
続
き
が

必
要
な
の
で
す
か
？

A

農
地
は
農
家
に
と
っ
て
ま
さ
に
生

活
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
転
用
や
形
状

の
変
更
は
個
々
の
農
家
の
農
業
経
営
に

深
く
関
係
す
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
農

地
、
更
に
は
地
域
の
農
業
全
体
に
影
響

を
与
え
る
と
考
ス
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意

味
か
ら
、
そ
の
行
為
が
周
辺
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
事
の
な
い
よ
う
、
地
域
震
業
発

展
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
「
農
地
法
」

に
の
っ
と
っ
て
皆
さ
ん
の
申
請
を
審
議

し
て
い
ま
す
。

■詳
し
い
お
問
合
せ
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局

6

(
2
6
7
)
5
l
l
1
内
線
3
4
2

ま
で
。

（3)麟麟認勺謡｛呆全確保` I 
農用地バトロール

ア亨

②畠鰐霜麟撃の「世話役」、1

れ》
迷者・花嫁

）尺冷
農更者年舌

亙

①
 

農
業
委
員
会

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
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体育の日、総合運動公園でニュースポーツまつ

りを開催したところ、そこには児童、生徒、 一般

の方々が多数参加され賑わっていた。

開会式にのぞんだ私の目には、何時にかわらす

今日も体育協会の役員、体育指導員、スポーツ少

年団の指導員・育成会、野球連盟の皆さん等、我

が町のスポーツ振興に汗を流して下さっておられ

る方々が一生懸命お世話にあたっておられた。頭

が下がります。

私はこの姿があるからこそ、我が町の子供たち

が中学校そして高校、大学と進む中で色々な種目

で立派な選手を生み出しているのだと思うのであ

ります。

例えば、スポーツ少年団の指む員の場合など20

~25年もの間、毎日仕事の時間以外を子供たちの

指涵にあたっておられるのです。

スポーツ少年団の指氾員を一例としたが、我が

町にはスポーツ振興の為以外に、町を美しくする

環境美化や福祉、芸術、文化等色々な分野でボラ

ンティア活動をして下さっている方々が多数おられるのです。心から

敬意と感謝を申し上げます。

こうしたボランティア活動を永年続けておられる姿勢、それはどう

して生まれるのか。私は人間の喜びと言うものは、物を獲得する事だ

けではなく、自分の働きが人間社会に多少なりとも役立っているとい

う信念であり、自分のもっている能力が最高度に発揮出来る地域環境

があるということ、そして、ボランティアにあたる一人ひとりがそう

した価値観を確立しておられることは素晴しいことで大切であります。

この価値観の確立される地域社会こそ健全ですばらしい地域といえる

のではないでしょうか。

00 

大
洗
町
長

小
谷
隆
｀
一
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
せ
て

赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動
が

10
月

2
.
3
日
の

2
日
間
、
民
生
委
員
婦
人

部
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ

り
、
町
内
4
ヵ
所
（
大
洗
駅
前
、
ケ
ー

ヨ
ー

0
2
前
、
セ
イ
ブ
ス
ト
ア
ー
前
、

ハ
イ
マ
ー
ト
前
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
も
た
す
き
を
掛
け
率
先
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
寄
付
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
街
頭
募
金
活
動
で
10
万
ー
2

3
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
会
を
通
じ
て
た
く
さ
ん

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、

10
月
31
日
現
在
で
4
4
4
万
8

0
8
7
円
で
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
こ
も

っ
た
こ
の
寄
付
金

は
、
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
の
た
め

の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
身
体
障
害
者
の
機

能
回
復
訓
練
設
備
の
充
実
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
民
間
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

こ
協
力
あ
り
が
と
う （
 

J, 

叫3xー・→一

税を知る週間ll月ll日～17日

税の相談お気軽に

タックスアンサー
税に関するお問い合せは、コンビュー

ターがお答えするタックスアンサー （税

金電話相談サーピス）をご利用下さい。

年中無休で、利用時間は朝6時から夜
12時まで。問い合わせに必要な「タ ック

スアンサーコード表」は、税務署や市区

町村の窓口に用意されています。どうぞ

ご活用ください。

水戸029 (228) 

●利用方法

①コー ド表で問い合わせたい項目のコー

ド番号を確認

〔例〕11 8 0 扶差家族

1 8 0 0 パート収入と税

4 1 0 2 相続税の対象

②タックスア ンサーに電話

③案内に従ってコードをダイヤル

4 4 8 8 

関
根
厚
さ
ん
(

8

8

歳
・
磯
浜
町
5

5
8
番
地
）
は
、
昭
和
4
年
に
教
職

員
に
奉
職
以
来
、
昭
和
44
年
に
退
職

す
る
ま
で
の
間
、
下
大
野
中
学
校
校

長
、
大
貫
小
学
校
校
長
、
大
洗
第
一

中
学
校
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
特

に
、
昭
和
23
年
か
ら
21
年
間
に
亘
り

各
小
中
学
校
校
長
と
し
て
熱
心
に
学

校
教
育
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

こ
。r
 
大
貫
小
学
校
校
長
時
に
は
、
町
内

で
初
め
て
学
校
完
全
給
食
の
実
施
や

母
親
文
庫
・
子
ど
も
郵
便
局
の
開
設

な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
第

一

中
学
校
校
長
時
に
は
、
生
徒

'
P
T

A
や
地
域
と
の
対
話
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
生
徒
の
問
題
行
動
の
防

止
に
務
め
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
お
い
て
も
生
徒
と

＿
緒
に
汗
を
流

す
な
ど
、
自
ら
率
先
し
て
学
校
の
健

全
化
に
尽
力
し
ま
し
た
。

退
職
後
に
は
、
大
洗
町
民
憲
章
制

定
委
員
や
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館

運
営
審
議
委
員
と
し
て
も
こ
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
長
年
に
わ
た
る
こ
功
績

が
認
め
ら
れ
今
回
の
叙
勲
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
た
も
の
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

局
齢
者
叙
勲

関
根
厚
さ
ん
に
勲
五
等
双
光
旭
日
章

‘、
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長
い
間
会
社
、
役
所
な
ど
に
務
め
、

退
職
し
て
国
保
に
は
い
っ
た
人
は
、

70
歳
に
な
っ
て
老
人
保
健
法
の
適
用

を
受
け
る
ま
で
間
、
「
退
職
者
医
療

制
度
」
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
ど
ん
な
人
が
対
象
に
な
る
か

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
人
。

③
厚
生
年
金
保
健
や
各
種
共
済
組
合

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
こ

れ
ら
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
後

の
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
人
。

④
退
職
者
医
療
制
度
の
該
当
者
本
人

の
配
偶
者
と
被
扶
養
者
。

●
い
つ
か
ら
資
格
が
で
き
る
の
か

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適

用
と
な
り
ま
す
。

●
届
出
は
ど
う
す
る
の
か

年
金
証
書
を
受
け
と
っ
て

14
日
以
内

に
、
年
金
証
書
と
保
健
証
、
印
鑑
を

持
っ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

退
職
者
医
療
制
度

お医者さんにかかるとき

］言退職保険者 被扶養者
（本人）

●
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部

負
担
金

退
職
被
保
険
者
本
人

と
も
2
割

扶
養
家
族

3
割

入
院
は
2
割

通
院
は

入
院

国
民
健
康
保
険
制
度
に
は

こ
ん
な
制
度
が
あ
り
ま
す
！

通
院

▲フラワーロー ドの部で優良賞を受賞したココス前花坦

「
花
と
緑
の
隈
民
運
動
」
の

一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
、
第
25
回
花
と
緑
の
環

境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

い
ば
ら
き
協
会
・
茨
城
嗅
他
主
催
）
に

お
い
て
町
内
各
所
で
取
り
組
ん
で
い
る

花
壇
づ
く
り
の
う
ち

3
部
門
で
優
良

賞、

1
部
門
で
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し

こ。r
 
祝
町
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
を
整
備
し

た
祝
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
祝
寿

会
は
地
域
の
部
で
、
ま
た
、
東
光
台

□

ー
タ
リ
ー
の
花
壇
を
整
備
し
た
磯
浜
婦

人
会
と
愛
友
会
は
、
団
体
・
職
場
の
部

で
そ
れ
ぞ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
優
良

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

コ
コ
ス
前
の
花
壇
の
整
備
を
し
た
新

町
6
の
2
、
新
町
lO
区
の
町
内
会
、
大

洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
コ
コ
ス
大
洗

店
が
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
で
優
良
賞

を
受
賞
。
ま
た
、
学
校
の
部
で
は
大
洗

高
校
が
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
方
々
は
、
「
今
後
も

地
域
の
方
々
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
目

を
楽
し
ま
せ
る
花
壇
づ
く
り
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
各
所
で
は
、
今
回
受
賞
し
た

花
壇
の
ほ
か
に
も
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
手
作
り
の
花
壇
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
花
壇
散
策
マ
ッ
フ
参
照
・
広

報
お
お
あ
ら
い
第

3
0
7
号
8
ペ
ー

ジ

）

こ
れ
か
ら
も
、
四
季
折
々
の
花
を
咲

か
せ
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

3
部
門
で
優
良
賞
を
受
賞

大石清大小重小佐萩関岸笹 鷺倉 片梶大大
野野

谷崎宮貫瀬宮瀬藤原根根 目 田岡尾山川

高

橋

早

苗

大

川

き

み

子

町
で
は
、
町
政
に
関
し
て
広
く

意
見
・
要
望
を
求
め
町
行
政
施
策

の
参
考
に
す
る
た
め
町
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
去
る

10
月
7
日
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
20
名

（
男
性
6
名

・
女
性
14
名
）
に
小
谷

町
長
が
委
頓
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
連
絡
会
議
を
開
催
し
、

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
感

じ
て
い
る
行
政
に
対
す
る
意
見

提
言
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

千芳節真栄 ひ美純正佐夏智 美恵吐
佳知ろ津 智
子江子子子光み枝子治門樹子官子子志力

明
神
町
2
区

明
神
町
4
区

東
光
台
l
区

仲
町
2
区

祝
町
1
区

祝
町
4
区

新
町
2
の
2

新
町
6
の
2

永
町
6
区

髭
釜

5
区

髭
釜

5
区

寺
釜
10
区

蔵
前
1
区

北
清
水
1
区

角一

3
の
1

角

一
4
区

神
山
古
宿
松
川
第
2

成
田（
敬
称
略
）

町
政
モ
ニ
タ
ー

20
名
を
委
嘱

'97.l l.lO 広報おおあらい (6) 



共育読本

出発は家庭から

きらさら

｀ っ号

Vol. 8 

爾として子へのかかわり方しだいで一

あいさつ・会話

●
「
1
日
の
う
ち
1
回
で
も
い

い
か
ら
、
子
ど
も
と
一

緒
に
何

か
や
る
こ
と
」
を
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
時
父
親
と
し
て
決
心
し

た
。
子
ど
も
に
、
「
相
談
し
た

ら
親
か
ら
何
か
返
っ
て
く
る
」

と
い
う
実
感
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
。

（

磯

浜
小
の
父
）

●
学
校
で
あ
い
さ
つ
運
動
が
始

ま
り
、
子
ど
も
に
「
お
か
あ
さ

ん
は
あ
い
さ
つ
し
な
い
の
っ
」

と
言
わ
れ
ド
キ

ッ
と
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
両
親
や
夫
に

も
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

（
子
ど
も
に
教
ス
ら
れ
た
母
）

いいなあ

き
の
う
と
の

違
い
に
銭
づ
く

親
f
の
会
話

（
 

いま、小・中学生は

●大きくなるとしゃべらなくなるかわいい我が子
`~ 
合割す話＜

 

よ

と

（

んさ

か

母

す

ぉ

ま‘., し合し

。

話

四

詞

悼

c

p

l

g

g

⑮

と

＿o

[

5
2
3523i
-
5
1
6
]302 --33267 

+
 

たなあ

．
 
80 70 60 50 40 30 20 10 

69.6 

72.7 

68.9 

42.3 

59.0 

55.4 

10 20 30 40 50 

■親があなたの気持をわかってくれていると思いますか
60 

●
子
ど
も
が
何
か
言
お
う
と
す
る
時
、

「
忙
し

い
」
と
か
「
後
で
ね
」
と
か

「
ま
た
お
金
？
・
」
と
言
っ
て
し
ま

っ
た
。

中
学
生
に
な

っ
て
何
を
話
し
か
け
て
も

「別
に
ー
」
と
か
「
う
っ
せ
え
」
と
言

わ
れ
る
の
も
仕
方
な
い
の
か
し
ら
。

（
中
学
生
の
親
）

つぶやき
（
 

70 80 

小4

小6

48.5 

16.l 52.3 

亡］ よくわかっている

□だいたいわかっている
D あまりわかっていない
D 全くわかっていない

中2111.9 

゜

49.6 28.9 9.6 

20 40 60 80 l 00(%) 
（平成8年大洗町小 • 中学生アンケー ト）

●
家
業
の
忙
し
い
時
に
、
保
健
室
を
訪

れ
る
児
童
が
大
幅
に
増
え
る
。
そ
し
て

た
い
し
た
症
状
も
な
く
、
と
り
と
め
の

な
い
話
を
す
る
と
安
心
し
て
戻
っ
て
い

く
。
時
に
は
親
に
も
言
え
な
い
悩
み
を

打
ち
あ
け
る
子
も
い
る
。（保
健
の
先
生
）

●
親
の
都
合
で
子
ど
も
へ
の
注
文
が
多

く
、
実
は
子
ど
も
の
話
を
き
ち
ん
と
聞

い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
小
学
生
の
親
）
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載
壇

．． ． ． 
ん
な
の
ひ

訪
い
来
た
る
声
た
し
か
め
て
独
り
居
の

言
訳
し
つ
つ
施
錠
を
は
ず
す

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔
評
〕
独
り
居
の
老
婦
人
の
生
活
が
、

具
体
的
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
佳

作
。
暑
き
日
を
か
こ
ち
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
野
風
は
す
で
に
秋
め
き
て
お
り

南
清
水
＿二

区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
毎
日
の
日
課
。
と
き
に
辛
く
も

あ
ろ
う
が
、
ふ
と
秋
は
来
て
い
る
。

て

あ
か
あ
か
と
昇
る
朝
日
に
掌
を
合
わ
す

姑
に
い
つ
し
か
似
て
海
に
向
く

寺
釜
九
区
加
部
東
ふ
み

〔
評
〕
姑
の
姿
に
い
つ
知
れ
す
と
も
、

自
分
も
似
て
了
っ
た
と
い
う
の
だ
。

あ

こ

お
も
む
ろ
に
病
癒
え
ゆ
く
吾
娘
な
ら
ん

今
日
は
刈
田
の
美
し
き
を
い
う

新

町

関

根

秀

子

〔
評
〕
下
句
が
何
と
も
い
い

。
作
者

共
々
気
持
の
よ
く
出
て
い
る
歌
で
あ

る
。
君
を
想
う
と
き
め
き
に
似
て
夕
顔
の
花

は
よ
う
や
く
開
か
ん
と
す
る

蔵
前
三
区

鴨

川

靖

〔
評
〕
上
句
と
下
句
の
構
成
が
い
い
。

夕
顔
に
託
し
た
心
象
詠
と
し
て
佳
作
。

「
振
り
向
い
て
欲
し
い
」
と
書
き
あ
る

●
勝
山
一
美
選

絵
馬
札
の
小
さ
き
文
字
を
神
よ
見
給
え

永
町
十
六
区
身
内
ゆ
み

〔
評
〕
絵
馬
札
に
願
い
を
込
め
た
弱
々

し
い
文
字
。
細
か
く
促
え
て
い
る
。

贈
ら
れ
し
花
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
と
な
り
退

職
の
日
の
胸
を
熱
く
す

祝
町
二
区

吉

川

和

〔
評
〕
退
職
祝
い
の
花
束
に
そ
れ
ぞ
れ

の
顔
を
見
る
と
い
う
の
だ
。
素
晴

nし

い
歌
で
あ
る
。

出
世
魚
の
未
来
絶
ち
た
る
を
思
は
れ
て

せ
い
ご

子
の
釣
り
て
来
見

を
焼
き
っ

伯
研

南
清
水
三
区
田
山
雅
子

〔
評
〕
出
世
魚
を
題
材
と
し
た
い
い
歌
。

辞
書
を
開
い
て
み
る
と
意
が
解
る
。

ニ
セ
ン
チ
の
段
差
の
敷
居
超
え
ら
れ
ぬ

足
の
衰
え
し
み
じ
み
と
思
う

永
町
十
六
区
猪
瀬
ゆ
き

〔
評
〕
ニ
セ
ン
チ
と
促
え
た
と
こ
ろ
が
、

こ
の
歌
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

乳
癌
の
癒
さ
れ
更
に
腸
癌
も
治
り
て
並

の
人
生
歩
む

大
貫
桜
道
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
不
治
の
病
と
も
言
わ
れ
て
き
た

癌
と
の
戦
い
、
そ
の
生
命
力
は
強
い
。

こ
う
こ
う

餃
々
と
灯
り
付
け
い
し
フ
ェ
リ
ー
基
地

ょ

船
発
ち
て
夜
の
街
は
淋
し
き

角

＿

二

区

前

原

青
産

〔
評
〕
華
や
か
と
も
思
わ
れ
る
港
の
風

景
も
俄
に
夜
の
静
寂
と
な
る
の
だ
。

風
力
の
発
電
事
業
わ
が
町
に
建
つ
を
願

う
を
今
日
も
思

xり
蔵
前
二
区

田

山

佳

風

〔
評
〕
公
害
の
な
い
施
設
を
願
わ
ぬ
人

は
い
な
い
。
と
り
わ
け
作
者
は
強
い
。

順
延
の
運
動
会
は
明
日
と
な
り
テ
ル
テ

ル
ぽ
う
ず
軒
に
吊
し
ぬ

寺
釜
九
区

＿二
村
佳
代

〔
評
〕
最
近
は
テ
ル
テ
ル
ぼ
う
す
を
見

か
け
な
い
。
淋
し
い
こ
と
と
思
う
。

穏
や
か
に
肩
に
鰯
れ
て
く
る
亡
き
夫
の

夢
醒
め
て
暁
闇
に
柿
落
つ
る
音

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
夢
に
現
れ
た
夫
。
は
っ
と
目
醒

め
た
時
柿
の
落
ち
る
音
を
聴
い
た
の

だ
。本
年
は
、
二
十
三
回
芸
術
祭
を
迎
え

か
す
い

る
。
加
藤
一
五
教
育
長
の
御
挨
拶
を
頂

く
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
節
、
御
尊
父

加
藤
清
元
町
長
の
歌

一
首
を
添
え
て
下

さ
っ
た
。
旧
制
水
戸
高
校
時
代
よ
り
短

歌
を
愛
さ
れ
、
今
尚
御
健
在
、
十
二
月

が
来
る
と
九
十
二
歳
に
な
ら
れ
る
。
御

見
事
で
あ
る
。

め

在
り
し
日
に
妻
の
愛
で
た
る
ア
マ
リ
リ

ス
床
の
間
に
置
く
朱
の
色
寂
し
加

藤

清

〔
評
〕
今
は
亡
き
奥
様
は
、
こ
と
の
外

ア
マ
リ
リ
ス
が
お
好
き
で
あ
っ
た
と
き

く
。
床
の
間
に
活
け
置
か
れ
た
ア
マ
リ

リ
ス
。
そ
の
色
も
各
種
あ
る
が
、
今
日

貝
る
花
の
緋
色
は
何
と
も
さ
び
し
い
こ

と
で
あ
る
こ
と
よ
。
素
晴
ら
し
い
相
聞

歌
。

呵こl•J 9.—で ，
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ル／ 11。D別れ
ー

匂

「休日の港」 F 8 1/250 

八代弘之

〔評〕まさに大洗の休日的な風景です。そののど

かな感じに、手前の水たまりに映った影がマッチ

していると思います。それぞれ一人一人の仕草を

追いかけて見たくなる作品です。

「水辺」

ょふ

35~135mm 

F5.6 1/125 

檜山 一郎

〔評〕超望遠を使用したことで煩雑なバックをう

まく 整理できました。ピント位置と絞りも的確で

す。良い光線状態を選んだことで、水面が黒く落

ちたために、メインの花が画面上みごとに浮かび

上がりました。

300mm 

フ
ォ
ト
P
H
D
T
D

[講
評
]
萩

谷

茂

サザンカの整枝・剪定

放任すると頂部の芽が元気よく伸びて
花をつけ、どんどん大きくなる

十
一
月
に
な
る
と
紅
葉
も
平
野
部

に
お
り
て
、
大
洗
付
近
で
も
モ
ミ
ジ

や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ッ
ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、

ミ
ズ
キ
な
ど
の
落
葉
樹
が
色
付
い
て

き
ま
す
。
日
一
日
と
温
度
も
下
が
り
、

日
も
短
く
な
り
花
が
少
な
く
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

寒
さ
に
向
か
っ
て
咲
く
花
に
山
茶
花

が
あ
り
ま
す
。
八
重
｀
一
重
咲
き
、

色
も
ピ
ン
ク
、
ほ
か
し
、
白
と
有
り
、

庭
木
、
垣
根
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
り
方
は
や
さ
し
く
、
日
当
た
り
の

良
い
場
所
に
植
弓
る
と
花
付
き
が
良

い
で
し
ょ
う
。
夏
か
ら
秋
に
毛
虫
の

「謙
譲
j

『愛
敬
」

『母
性
愛
」

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
1

花
の
終
わ
っ
た
後
に
半
分
＜

ら
い
に
切
り
つ
め
る
と
｀
低
今
年
生
枝

く

仕

立

て

ら

れ

る

枝

先

に

花

を

つ

け

る

｀

つ

め

紅

花
言
葉
サ
ザ
ン
カ
（
紅
）

サ
ザ
ン
カ
（
白
）

オ
モ
ト

サ
ザ
ン
カ

季
節
の花
だ
よ
り

食
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

秋
は
花
が
少
し
づ
つ
減
る
中
で
、

実
が
色
付
き
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
南
天
、
ピ
ラ
カ
ン
サ
、
ム
ラ
サ

キ
シ
キ
プ
、
ウ
メ
モ
ド
キ
な
ど
は
日

当
た
り
の
良
い
場
所
を
選
ん
で
植

え
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、

タ
チ
バ
ナ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
オ
モ
ト

な
ど
は
半
日
陰
に
植
え
ま
し
ょ
う
。

半
日
陰
を
好
む
も
の
は
、
少
し
水
分

を
多
め
に
、
肥
料
分
（
窒
素
分
）
は

ひ
か
え
め
に
し
て
下
さ
い
。
柿
や
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
と
は
、
実
を
採
っ

た
後
は
肥
料
（
お
礼
肥
・
十

一
月
下

旬
か
ら
二
月
下
旬
ま
で
に
）
を
施
し

て
下
さ
い
。

今
月
は
、

ユ
リ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

ス
イ
セ
ン
な
ど
の
春
咲
き
球
根
の
植

付
け
適
期
で
す
。

(9) 広報おおあらい ,971 l l C) 
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親子で揺ろう

自分の街のJI>ーツ

「六洗ニコースポーツまつり」で
骰(J)-日を潤瞑！

lO月10日（体育の日）に、町総合運動公園で、第3回大洗

ニュースポーツまつり（町・町体育指迎委員会主催）が、開

催されました。

ニュースポーツは、競技者間の格差をなくしてだれもが楽

しめるスポーツで、近年様々な競技が考案されています。今

回のニュースポーツまつりでは、そのなかですっかり人気の

定着した、キックベースボール・ソフトバレーボール ・グラ

ンドコルフ、そして今回初めてラージ卓球をとりいれて実施

し、参加した皆さんは和気あいあいとした雰囲気の中で秋の

一日を家族・グループ等で心地よい汗を流していました。

※ニュースポーツの用具やルール解説など資料がありますの

で、興味をお持ちになられた方は、ぜひ生涯学習課へお問合

せください。

lO月19日、祝町地区周辺で、第5回親子ウオークラリーが開催されました。

これは、町青少年育成会議（小谷隆亮会長）が主催したもので、家族連れな

ど22組90人が参加しました。

ウオークラリーは、指定された問題l9問を解きながらコースマップに従って

歩き、あらかじめ設定されている時間にゴールするもので、今回は、大洗簡易

保険保養センターから願入寺、祝町郵便局、大洗水族館など祝町地区内を歩き、

隣町の那珂湊公園をまわる約5kmのコースで行われました。

普段気がつかなかった街並みや歴史を探索した参加者は、「運動不足も解消で

きるし、親子一緒に楽しめるスポーツ、来年も是非参加したい」と話していま

した。

また、後援団体である箇保センターと祝町郵便局から参加者へ記念品などフ

レゼントがあり子供達も喜んでいました。

結果は次のとおりです。

優勝 ポケットモンスターズ （広木幸雄、ひで子、頌子、亮祐）

準優勝 アップル （河野英幸、千恵子、直美、友恵）
第3位 ピーターラピット（岩本晃、利枝、絵利奈、奈々美） ▲意外と知らない自分の街、 勉強になったでしょう I

'97.11.10 広報おおあらい (10) 



•2回目の優勝の味はまた格別だ

：第39皿秋季IDJ民野球大会］

レッツトライ
シャルウィーダンス…

コナウィンX
3年ぶり2國目の優鵬！
第39回秋季町民野球大会が9月28日・ 10月12日・ 19日の各日曜
日を利用して、町総合運動公園を会場に19チームのトーナメントで行
われました。
爽やかな秋晴れの中、決勝まで駒を進めたのは、上位進出常連のコ

ナウィンズと安定した投手力で初の決勝進出を果した 1DCファイヤ
ーズが激突。両チームとも持てる力を十分に発揮して素晴らしい試合
を展開しましたが、投打にやや上回るコナウィンズが、 I DCファイ
ヤーズの終盤の猛追を振り切り3年ぶり2度目の優勝を飾りました。
今回は若いチームの活躍が目立ち、今後も、新旧チームの白熱した
好ゲームが期待されます。
試合の結果は次のとおりです。
優勝コナウィンズ 第3位 クローズ
準優勝 1 DCファイヤーズ 第3位 デイパーチャ＿ズ

MVP 平野幸一（コナウィンズ）
打撃賞川角登 (IDCファイヤーズ）
敢闘賞米川勝広 (IDCファイヤーズ）

漁村センター研修室で、高年者にやさしいダンス教室が開催さ

れています。

これは、大洗町アマチュアダンス協会（柴田靖雄会長）が、今

年の9月から毎月第1第3水曜日に大洗町高年者クラブ連合会会

員を対象にボランティアで行っているもので、高年者の方の趣味

の一つに加えてもらえればと始まったものです。

教室は、持ち回りで随時4、5人の役員の方が指導につくこと
もあって、会員の方は日に日に上達しているそうです。

柴田会長は、「生徒数も徐々に増えており、将来ダンスパーテ

ィーなどを開ければ」と話していました。

▲まかせて一、あれ？ドンマイ

(l l) 広報おおあらい '97.11.10 

けっこ うJ＼ードで

ダイエットもバッチリ
第9回大洗町バドミントン大会が70月5日町運動公園体育館
を会場に、 5部門78名の参加者によって繰り広げられました。
初心者から経験者まで気軽に出来るスポーツとして、最近全国

的に親しまれているバドミントンですが、今大会にもたくさんの

方が参加され心地よい汗を流していました。なお、大洗バドミン

トンクラブは、毎週月曜日と木曜日の午後7時30分より磯浜小
学校体育館で行っています。

試合の結果は次のとおりです。

男子複合1部 ①蔀、金沢組②川又、田山組③大川、大）1|組

男子複合2部 ①田口、荒組②尼崎、金成組③清水、高野組

男子複合3部 ①佐藤、臼井組②大沢、川崎組③飛田、大部組
女子複合l部 ①高沢、横須賀組②菅谷、吉岡組③飯田、高橋組
女子複合2部 ①北村、井村組②酒出、堀野組③平沼、藤枝組
女子複合3部 ①兼子、大沢組②大高、後藤組③小室、金沢組



近
年
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
う

ち、

約
85
％
は
住
宅
火
災
に
よ
り
発
生

し
た
も
の
で
、
特
に
高
齢
者
の
死
者
が

約
半
分
を
占
め
、
今
後
、
高
齢
化
社
会

が
進
む
に
つ
れ
て
、
死
者
数
が
増
加
し

『な
く
そ
う
住
宅
火
災

守
ろ
う
家
族
』

／ 

つ
け
た
火
は

ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で
あ
な
た
の
火

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

1
月
9
日
1
日
月
粍
日

⑦
 
⑥
 
⑤
 
④
 
③
 
②
 
①
 
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
棄

て
を
し
な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

゜

こ
足
配
線
は
し
な
い

ス
ト
ー
プ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

「火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
は
、
年
齢
か
ら
く
る
判
断
力

や
運
動
能
力
の
低
下
に
加
え
、
身
体
的

機
能
の
衰
ス
な
ど
に
よ
り
、
火
災
発
生

時
に
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
高
齢
者
の
生

活
習
慣
を
考
え
た
火
災
予
防
が
大
切
で

す
。

12
月
9
日
の
障
害
者
の
日
に
ち
な

み
、
視
覚
に
障
害
を
持
つ
方
々
に
博
物

館
の
展
示
を
通
し
て
、
自
然
へ
の
興
味

や
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
し
た
特

別
展
示
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
／
1
月
22
日
（
土
）
1
30
日
（
日
）

時
間
／
午
前
9
時
＼
午
後
5
時

場
所
／
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

茨
城
凛
自
然
博
物
館
内

．

セ
ミ
ナ
ー
ル

A

展
示
構
成
／
動
物
関
係
（
各
種
剥
製

・

昆
虫
拡
大
模
型

．
魚
類
）
、
植
物

（
い

ろ
い
ろ
な
実
）
、
地
学

（化
石
・
恐
竜

の
卵

．
隕
石

．
鉱
物
）
の
各
分
野
（
視

覚
障
害
者
の
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料

を
展
示
）

入
館
料
／
（l
）
無
料
（
身
体
障
害
者
手

帳
の
掲
示
が
必
要
で
す
）

(

2

)

付
添
い
の
方
は
ー
名
ま
で
無
料

そ
の
他
／
（l
）
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
声

当
て
ク
イ
ズ
、
匂
い
当
て
ク
イ
ズ
）

(

2

)

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
及

び
学
芸
系
職
員
に
よ
る
展
示
解
説

問
合
せ
／
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

茨
城
県
自
然
博
物
館

茨
城
曝
岩
井
市
大
崎
7
0
0

C
0
2
9
7
|
3
8ー

2
0
0
0

ー
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

茨
城
県
自
然
博
物
館
ー

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

特
別
展
示
の
開
催

．．
 鼻

身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
補
装
具

の
援
助
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
日
常

生
活
用
具
の
援
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
（
障
害
の
程
度
に
よ
り
該
当
し

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）
今
回
は
、

日
常
生
活
用
具
の
援
助
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
給
付

◎
対
象
と
な
る
方
は
：

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
で
、
障
害
の
種
類
お
よ
び
個
別
等

級
に
よ
り
該
当
す
る
方
が
異
な
り
ま

す
。な
お
、
本
人
お
よ
び
家
族
の
前
年

の
所
得
税
額
に
応
じ
て
費
用
の

一
部

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
日
常
生
活
用
具
の
種
類
は
：・

■肢
体
不
自
由
者
（
児
）
の
方

浴
槽
、
便
器
、
特
殊
寝
台
、
特
殊

マ
ッ
ト
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

入
浴
補
助
用
具
、
体
位
変
換
器
等

■視
覚
障
害
者
（
児
）
の
方

盲
人
用
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
盲

援
助
に
つ
い
て

＂
償
生
沿
の

人
用
時
計
、
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
、
点
字
図
書
等

■聴
覚
障
害
者
（
児
）
の
方

聴
覚
障
害
者
用
通
信
装
置
、
文
字

放
送
デ
コ
ー
ダ
ー
等

■じ
ん
臓
機
能
障
害
者
の
方

透
析
液
加
温
器

■呼
吸
器
機
能
障
害
者
の
方

ネ
プ
ラ
イ
ザ
ー

◎
手
続
き
は
：

身
体
障
害
者
手
帳
、
交
付
申
請
書
、

印
か
ん
を
持
っ
て
福
祉
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、
福
祉
課
に
あ
り
ま

す。◎
注
意
事
項

日
常
生
活
用
具
は
、
役
場
が
購
入

し
、
申
請
者
に
交
付
し
ま
す
。
従
っ

て
、
個
人
で
購
入
す
る
と
助
成
の
対

象
に
成
り
ま
せ
ん
の
で
こ
注
意
下
さ

‘,'o 
し問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
1
5
2
)

'97.11.10 広報おおあらい (l 2) 



となりのまちから

水戸地方広域市町村圏協議会

勝田全国マラソン大会 ｀畠回〇

とき

ところ

種目

参加資格

参加料

締切り

申し込み

問合せ

平成lO年2月ll日

ひたちなか市石川運動ひろば

マラソン男子・ 女子の部 男子 ・女子10

km（高校、 39歳以下、 40歳以上 ）

日本陸連登録者及びアマチュア競 技者で

高校生以上

般 3,000円

高 校生 2,500円

平成9年 ll月30日

所定の申込書 で、大会事務所へ

ひたちなか市松戸町2-6-l 

ひたちなか市松戸体育館内勝田全国マラ

ソン大会事務局fl028(275) 7752 

軽
自
動
車
（
名
義
変
更
等
）
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
・

「

大

洗

の

菊

ま

つ

り

」

が

10月

21日

か

ら

11月

23日
ま

で

大

洗

磯

前

神

社

境

内

で

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

今

年

は

五

重

塔

、

千

輪

咲

、

懸

崖

、

大

菊

盆

養

、

だ

る

ま

造

り

、

福

助

造

り

、

盆

栽

造

り

な

ど

、

大

洗

菊

花

愛

好

会

（
海

老

沢

好

一

会

長

）

の

皆

さ

ん

が

、

一

年

間

丹

精

込

め

て

造

ら

れ

た

大

輪

を

付

け

た

花

、

約

2
5
0鉢
が

境

内

い

っ

ぱ

い

に

飾

ら

れ

て

お

り

、

神

社

を

訪

れ

る

皆

さ

ん

の

目

を

楽

し

ま

せ

て

い

ま

茨
城
県
最
低
賃
金
改
定

一

日

4

、
9

5

0

円

一時
間

6
2
1
円

平
成
9
年
1

0

月
1
日
よ
り
実
施

詳

し

く

は

茨

城

労

働

基

準

局

質

金

課

ヘ

6

(2
2
4
)
6
1
2
5
 

大
洗
の
菊
ま
つ
り
を

開
催
し
て
い
ま
す

す

。

ま

た

、

昨

年

同

様

に

役

場

玄

関

前

に

も

大

洗

町

の

町

章

を

形

づ

く

っ

た

菊

花

や

各

賞

を

受

賞

し

た

、

切

り

花

な

ど

も

飾

ら

れ

て

い

ま

す

。

行

楽

の

秋

で

す

。

大

洗

の

菊

を

ぜ

ひ

ご

覧

下

さ

い

。

軽

自

動

車

税

は

、

毎

年

4
月

1
日

現

在

で

軽

自

動

車

を

お

持

ち

の

方

に

課

税

さ

れ

ま

す

。

名

義

変

更

、

住

所

変

更

ま

年
金
は
請
求
し
な
い
と

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

た

は

廃

車

な

ど

の

手

続

き

は

、

左

記

あ

て

手

続

き

を

し

て

下

さ

い

。

手

続

き

を

し

な

い

で

い

る

と

、

毎

年

4
月

1
日

現

在

で

登

録

さ

れ

て

い

る

方

に

軽

自

動

車

税

は

課

税

さ

れ

ま

す

の

で

所

定

の

手

続

き

は

、

早

め

に

済

ま

せ

て

下

さ

い

。

問

合

せ

〇

原

付

・

小

型

特

殊

自

動

車

（

農

耕

用
•
特
殊
作
業
用
）
•
ミ
ニ
カ
ー

税

務

課

町

民

税

係

（
内

線

ー

4
2
)

〇

軽

自

動

車

税

（

三

輪

・

四

輪

）

軽

自

動

車

検

査

協

会

茨

城

事

務

所

6

(
2
9
3
)
9
9
8
9
 

0
二

輪

・

ニ

輪

の

小

型

自

動

車

茨

城

陸

運

支

局

6

(
2
4
7
)
5
3
4
8
 

年

金

は

、

受

給

で

き

る

資

格

の

あ

る

人

に

、

自

動

的

に

支

給

さ

れ

る

わ

け

で

あ

り

ま

せ

ん

。

裁

定

請

求

と

い

う

手

続

き

を

し

て

初

め

て

、

年

金

が

受

け

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

裁

定

請

求

の

手

続

先

は

、

そ

の

人

の

加

入

し

た

年

金

制

度

に

よ

っ

て

、

次

の

表

の

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

■休館
日
l
月

lO日

（
月

）

・

17日
（

月

）

24日
（

月

）

・

12月
ー

日

（

月

）

8
日

（

月

）

・

15日
（

月

）

■貸
出

時

間

午
前
9
時
30
分
＼
午
後
4
時
30
分

■貸
出

期

間

2
週

間

l
人
3
冊

ま

で

図
方た＼

 してし入D
 
力こナいこf

 

金年民国

(

[

I

 

老齢年金の請求先

I⇒I • 
l⇒I 

厚生年金だけに加入していた方

共済組合だけに加入したしていた方

市 9rし
イ又 所 町 村 役

)
7
 

場

霰後に勤務 し た会社を
管轄する社会保険事務所

共 済 組 合

2つ以上の制
度に加入して
いた方で最後
の加入が

厚

国
共

生

民
済

年

年
組

金

金
合

⇒
⇒
 

最後 に 勤務 した会社を
管轄する社 会 保険事務所

住所地を管轄する
社会保険事務所

文

藝

春

秋

刊

継

母

と

の

激

し

い

葛

藤

を

耐

え

、

激

動

の

時

代

を

生

き

た

中

国

女

性

の

自

伝

。

中

仏

混

血

美

人

の

継

母

に

よ

る

継

子

支

配

と

い

じ

め

、

財

産

乗

っ

取

り

、

そ

し

て

遺

産

相

続

を

め

ぐ

る

奸

計

：

・・:
0

香

港

で

莫

大

な

財

を

な

し

た

上

海

美

人

富

豪

一

族

の

三

代

に

わ

た

る
愛
憎
ド
ラ
マ
ー

空
の
魚
ダ
イ
く
ん

近

代

文

藝

社

「

え

っ

と

ー

そ

れ

は

I
」

ダ

イ

く

ん

は

こ

ま

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

だ

っ

て

ダ

イ

く

ん

も

空

を

お

よ

げ

る

お

魚

さ

ん

に

会

っ

た

こ

と

が

な

い

か

ら

で

す

。

（

本

文

で

す

）

大

根

田

真

恵

愛
憎
家
族
ア
デ
リ
ン
厳
馬
作

山

田

耕

作

訳

＠

書

紹

介

(l 3) 広報おおあらい '97.7 7.70 



大

洗

町

青

少

年

育

成

会

議

主

催

に

よ

る

、

親

子

ふ

れ

あ

い

ス

キ

ー

教

室

を

開

催

い

た

し

ま

す

。

初

め

て

の

方

や

家

族

等

お

気

軽

に

こ

参

加

下

さ

い

。

ま

た

、

ス

キ

ー

ウ

ェ

ア

等

ス

キ

ー

用

具

の

レ

ン

タ

ル

も

あ

り

ま

す

。

（

自

費

）

日

時

／

平

成

10年

1
月

10日
（

土

）

午

前

4
時

集

合

（

午

前

4
時

30分
出

発

、

午

後

8
時

大

洗

着

予

定

）

場

所

／

栃

木

県

エ

ー

デ

ル

ワ

イ

ス

ス

キ

ー

場

参

加

人

数

／

町

内

の

小

学

1
年

生

以

上

の

親

子

80名
（

必

す

親

子

で

あ

る

こ

と

）

参

加

費

／

大

人

4
、

0
0
0
円

小

人

3
、
0
0
0
円

申

込

方

法

／

申

込

書

に

必

要

事

項

を

記

入

の

上

、

参

加

費

を

そ

え

て

中

央

公

民

館

内

生

涯

学

習

課

へ

お

申

込

下

さ

い

。

（

定

員

に

な

り

次

第

締

切

ら

せ

て

頂

き

ま

す

）

問

合

せ

／

生

涯

学

習

課6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

※

申

込

書

は

、

中

央

公

民

館

図

書

室

力

ウ

ン

タ

ー

に

あ

り

ま

す

。

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー

参
加
者
募
集
！

ぐ

基
本
健
康
診
査
・
結
核
・

肺
が
ん
検
診
・
婦
人
の

健
康
つ
く
り
診
査

に
つ
い
て

相

談

日

／

l
月

14日
・

21日

12月

5
日

・

12日

場

所

／

商

工

会

館

婦

人

研

修

室

時

間

／

午

後

1
時

30分

1
3時

※

た

だ

し

、

毎

月

第

1
金

曜

日

だ

け

は

、

弁

護

士

の

先

生

が

相

談

を

受

け

て

く

れ

ま

す

。

相

談

料

は

無

料

で

す

。

第

1
金

曜

日

の

み

予

約

が

必

要

で

す

。

申

込

み

／

社

会

福

祉

協

議

会

（

内

線

1
6
0
)

心
配
こ
と
相
談

28
日

検診日程表

月日 会 拗 時 間

12月 17日 角 ー 集 会 所 午 前 930~11 30 

（水）
松ケ丘住宅集会所 午後I30~ 3 30 

12月 18日
保健セン タ ー

午 前 930~II 30 

（木）
午後I30~ 3 30 

12月 19日 午 前 930~11 30 

（金 ）

保健センター

午 後 I30~ 3 30 

「

老

人

保

健

法

」

「

結

核

予

防

法

」

に

も

と

づ

く

健

康

診

断

を

実

施

い

た

し

ま

す

の

で

、

9
月

の

健

康

診

断

を

受

診

さ

れ

な

か

っ

た

方

は

、

こ

の

機

会

に

も

よ

り

の

会

場

で

お

受

け

下

さ

い

。

◇

基

本

健

康

診

査

(

4

0

歳

以

上

）

身

体

計

測

．

血

圧

測

定

・

尿

検

査

・

血

液

検

査

・

眼

底

検

査

心

霜

図

検

査

◇

結

核

健

康

診

断

(

1

5

歳

以

上

）

胸

部

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

査

◇

肺

が

ん

検

診

(

4

0

歳

以

上

）

胸

部

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

査

・

喀

痰

細

胞

検

査
◇

婦

人

の

健

康

づ

く

り

診

査

(18139

歳

の

女

性

）

身

体

計

測

．

血

圧

測

定

・

尿

検

査

．

血

液

検

査

◇

問

合

せ

／

保

健

セ

ン

タ

ー

（

内

線

1
2
4
)

、9
平
成

7
年

4
月

の

予

防

接

種

制

度

改

正

に

よ

り

、

こ

れ

ま

で

の

「

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

か

ら

「

受

け

る

よ

う

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

に

変

わ

り

ま

し

た

。

対

象

年

齢

も

B

C

G

の

48ヶ
月

を

除

き

、

す

べ

て

の

予

防

接

種

が

90ヶ
月

未

満

ま

で

に

延

長

さ

れ

ま

し

た

。

i

こ

れ

に

よ

り

、

子

ど

も

の

体

調

に

あ

わ

せ

て

、

よ

り

安

全

に

予

防

接

種

が

受

け

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

い

え

ま

す

。

日

頃

か

ら

、

子

ど

も

の

体

調

な

ど

に

気

を

配

り

、

風

邪

の

ひ

き

は

じ

め

や

薬

を

飲

ん

で

い

る

と

き

な

ど

は

、

無

理

を

せ

す

に

体

調

が

よ

く

な

る

ま

で

ま

っ

て

予

防

接

種

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

予

防

接

種

会

場

で

の

流

れ

①

体

温

測

定

子

ど

も

の

体

温

を

測

り

予

診

票

に

記

入

す

る

②

受

付

予

診

票

と

母

子

手

帳

を

提

出

す

る

③

予

診

保

健

婦

に

よ

る

聴

き

取

り

（

接

種

を

受

け

る

子

ど

も

の

日

頃

の

健

康

状

況

を

知

る

方

が

同

行

す

る

）

④

診

察

視

診

及

び

聴

診

（

気

に

な

る

こ

と

が

あ

れ

ば

医

師

に

相

談

す

る

）

⑤

保

護

者

の

同

意

医

師

の

診

察

後

｀

接

種

を

希

望

す

れ

ば

予

診

票

に

サ

イ

ン

す

る

⑥

予

防

接

種

※

こ

の

よ

う

に

①

ー

⑥

の

順

番

で

予

防

接

種

が

行

わ

れ

る

よ

う

予

防

接

種

法

で

定

め

ら

れ

ま

し

た

。

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

予
防
樟
種
を
う
け
る

慄
護
者
の
方
へ

●大洗文化センター● 合266-2442

月日 屋催事内容 副始疇 開催場枡 主催 入場方法

16日Iぷるさとの唄］ンクール大会 900~ ホール貶、9号碧襲章 無料

18火早成9年分年末調整説明会 830~ 大会鼠室 税務課 関係者
l l 
22 土名作童話映画会 1400~ ホール （荀映光社 有料

26 水補聴器の無料説明会 1300~ 大会議室 翡諌補思器 関係者

国民健康保険税（第5期）

納期は

12月1日迄です。

国民年金 （ll月分）
はll月28日迄です。

'97.11.10 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対 象者 受付実施時間

17 月
胃がん検診 40歳以上の方で検診串込者 6 30~8 00 

現ど子の蜻予防教室 1歳の幼児及び母親 13:00~14:00 

19 水 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未満の乳幼児 13 15~ ]4・00 

20 木 3歳児健診 満 3歳に達した幼児 13 00~14 00 

11 金
離乳食教室 生後3カ月～12カ月の乳幼児及び母親 11 00~13 00 

21 
悼（ 理害学をも根っ法た士方で指機~q.能) ，iJI|中しが必要な方機能回復訓練 1300~15 00 

国保相談 老人医療受給券新規交付者 9 00~11 30 
26 水
機能回復訓練 依（整害形をも外っ科た医方で診機察能指訓;r,.紬)が必要な方 13 00~15 00 

27 木 乳児健診 生生後後36カカ ｝｝――jj~~47カカ月月のの乳乳児児 13 00~l4 00 

28 金 機能回復訓練 滋害をもった方で振能調練が必要な方 9 00~11 00 

1 月 母子相談 栂親及び乳幼児 9・30~11 00 

2 火 椴能回復訓練 依（理1:学• をもiI,っt法た上）］で指懐森能）訓線が必要な方 1 3 • 00 ~15・00 

3 水
機能回復訓練 樟害をもった方で横能』II練が必要な方 9・00~11 00 

,'}ペルクリン反応検査 生後3カ月～48カ月未満の乳幼児 13. 15~14.00 

12 
5 金 BCG接種 ソベルクリン反応検査で陰性の方 13 15~14・00 

9 火 機能回復訓練 障害をもった方で機能訓練が必要な方 9.00~1100 

10 水 1歳6カ月児健診 満1歳6カ月に達した幼児 13 00~14 00 

11 木 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未満の乳幼児 13 l5~ l4 00 

12 金 機能回復訓練 閃（内害iをl・もl庭っ，診た察方で指椴導能）調棟が必要な方 9 00~11 00 

16 火 機能回復訓練 障害をもった方で提能調線が必要な方 9 00~II 00 

し らと り上こうへい

白土弔平くん

（通町l区 2歳3ヶ月）

●父

●母

と牛土
バコ心

ますみ

ミニカー大好き 1

我が家のアイドル。

温 泉

アイドlL!

かわかみ なつみ

川上夏未ちゃん

（永町16区の1 1歳3ヶ月）

●父

●母

冨司

由紀

きかんぼな、なつみちゃ

ん。これからは気持のやさ

しい子に育ってネェ。

としー、ぶ

: 9!l h 
凡 ，__・・-:1'1 

～楽しみながらで

きる健康づくり～

こ

の

時

期

の

旅

行

で

や

っ

ぱ

り

欠

か

せ

な

い

の

は

「

温

泉

」

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

寒

S
い

日

の

露

天

風

呂

な

ん

て

想

像

す

る

だ

け

で

も

ワ

ク

ワ

ク

し

て

し

ま

い

ま

す

。

そ

ん

な

皆

さ

ん

が

大

好

き

な

「

温

泉

」

に

つ

い

て

お

話

し

ま

す

。

私

た

ち

は

、

ラ

ッ

キ

ー

な

こ

と

に

世

界

で

も

有

数

な

温

泉

保

養

国

に

住

ん

で

い

ま

す

（

大

洗

町

で

も

温

泉

が

出

た

こ

と

は

皆

さ

ん

既

に

こ

存

じ

だ

と

思

い

ま

す

が

．

）

。

日

本

は

、

温

泉

に

浮

か

ぶ

健

康

の

国

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

か

も

知

れ

ま

せ

ん

ね

。

そ

の

た

め

、

私

た

ち

の

こ

先

祖

様

は

、

健

康

の

維

持

や

病

気

の

治

療

の

た

め

に

温

泉

を

利

用

し

て

き

ま

し

た

。

現

在

で

も

医

学

的

な

面

か

ら

様

々

な

利

用

法

が

広

ま

っ

て

い

ま

す

。

で

は

ど

ん

な

作

用

が

あ

る

の

か

い

く

つ

か

ご

紹

介

し

ま

す

。

◆

温

熱

作

用

副

交

感

神

経

の

働

き

を

よ

く

し

、

血

管

を

広

げ

て

血

圧

を

下

げ

筋

肉

の

コ

リ

を

ほ

ぐ

し

ま

す

。

◆

静

水

圧

作

用

・

血

の

め

ぐ

り

を

よ

く

し

、

心

臓

や

呼

吸

運

動

の

働

き

を

助

け

肝

臓

や

牌

臓

の

機

能

を

高

め

ま

す

。

◆

変

調

作

用

．

．

 

温

泉

の

総

合

的

な

作

用

が

体

を

刺

激

し

、

自

律

神

経

機

能

の

改

善

や

ホ

ル

モ

ン

の

分

泌

を

整

え

ま

す

。

◆

化

学

作

用

：

温

泉

水

に

含

ま

れ

て

い

る

化

学

的

成

分

が

保

温

効

果

を

も

た

ら

る る

‘̀ 

〈

保

健

婦

照

山

美

樹

記

〉

(l 5) 広報おおあらい

し

、

微

量

成

分

は

皮

店

か

ら

も

体

の

中

に

吸

収

さ

れ

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

、

温

泉

に

は

家

庭

の

お

風

呂

と

は

違

っ

た

様

々

な

作

用

が

あ

り

ま

す

。

た

だ

、

注

意

し

て

い

た

だ

き

た

い

の

は

、

温

泉

が

誰

の

体

に

も

い

い

と

い

う

わ

け

で

は

な

く

、

そ

の

泉

質

に

よ

っ

て

利

用

を

禁

じ

て

い

る

も

の

（

禁

忌

症

）

が

あ

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

温

泉

に

入

る

前

は

、

必

す

注

意

書

を

よ

く

読

ん

で

か

ら

お

入

り

下

さ

い

。

そ

れ

で

は

温

泉

を

効

果

的

に

利

用

す

る

方

法

で

す

。

①

入

浴

前

は

1
時

間

以

上

の

休

息

を

と

②

飲

酒

、

食

事

直

後

の

入

浴

は

や

め

る

③

ほ

ろ

酔

い

程

度

で

も

酔

い

が

覚

め

て

か

ら

入

浴

す

る

④

l
人

で

の

入

浴

は

さ

け

必

す

2
人

以

上

で

ー

・

⑤

湯

口

か

ら

離

れ

た

ぬ

る

め

の

所

に

入

⑥

入

浴

後

は

静

か

に

横

に

な

る

⑦

入

浴

後

は

水

分

を

十

分

に

補

給

す

る

温

泉

の

間

違

き

た

入

浴

法

は

、

逆

効

果

に

な

っ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

特

に

50歳以
上

の

人

や

、

血

圧

・

心

臓

に

異

常

の

あ

る

人

は

十

分

に

注

意

す

て

温

泉

を

活

用

し

ま

し

ょ

う

。
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マ ンボウ
名前からものんびりしたイメージが伝わってくるマンボ
ウ。積極的に泳がす、潮流に身を任せ、出会ったクラゲな

どを食べて生活しています。そんなマンボウですが、水族

館での飼育は難しく、繊細な一面も持っています。

最もたくさんの卵を生む魚としても有名で、一回の産卵

で三億個も産んでしまいます。それではいつかマンボウで

海があふれてしまうと心配してしまいますが、自然はそん

なに甘くなく、成長できるのはほんのわすかです。つまり、

大きくなったマンボウは超エリートといったところでしょ
うか。
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